
第１項 青梅鉄道公園の運営体制について明らかにすること。また、青梅鉄道公園で従事する社員に

過度な負荷がかからない体制にすること。都度、必要な教育・訓練を実施し、社員が不安なまま従事

することがないようにすること。 

第３項 異常発生時には、一般社員に任せきりにならないようフォロー体制を構築すること。また事故

事象発生時には社員の責任追及をおこなわず原因究明をおこない、責任を負わせないこと。 

第２項 施設の安全管理体制について明らかにすること。また施設の安全管理を十全におこなえる体

制にすること。 
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支社より提案された「青梅鉄道公園の運営について」提案に対し、八王子地本として八地申

第７号「青梅鉄道公園の運営について」に関する申し入れを２月９日に提出し、団体交渉を行

なってきました！！ 
 

⻘梅鉄道公園の運営体制について
⽰すこと 

社員１名、OB 会 2 名の体制を基本とし、繁閑に応じて⼈数を増やすこ
とを考えている。出退勤は⻘梅駅で⾏う。 
 社員に過度な負担がかからないように休憩時間

をしっかり確保出来る体制とすること 
事務室には休憩スペースも確保してあり、休憩時間も設
けている。社員に過度な負担がかからない体制とする認
識は⼀致している。 →確認！ 

滑り台などの遊具の安全対策や安全管理上
の考えは？ 

常時巡回して安全管理をしていく。お⼦様が⽴って滑るような
事がないよう⼯夫もしている。専⾨業者による点検などを年⼀
回は実施する体制としている。チェックリスト等活⽤し、安全
点検はしっかり⾏っていく。 →確認！ 

災害や異常発⽣時の応援、
フォロー体制は？ 
 

初動は⻘梅駅への連絡、その後は拝島営統セ総体で対応していく。 
対応のマニュアルや備品等の配備も検討していく。 

野中 広俊 

設備取り扱い等の教育体制について、事前の教
育をしっかり⾏った上で従事させること 

最初は⻘梅鉄道公園 PT の拝島営統セの 10 名で⾏ってい
くが、ゆくゆくは拝島営統セ全社員で⾏う。教育を受け
た上で運営を⾏う。 →確認！ 

様々事象があった際に、責任追求
をせず原因究明を⾏うこと。 
 

社員に聞き取りは⾏うが、原因究明を⾏い対策を実施していく。故意でな
ければ責任追求は⾏わない。 →確認！ 


